













Morphogenetic Studies of Cleft Palate 































conference of American cleft palate association (by Dr. Y. Fujiki， 
19岳6，のにおいて発表した.








して 150R， 200 R， 250 Rならびに 300Rのそれぞれを全
身 1回照射した. 照射条件は 190kVp，25 mA， Filter; 
Cu 0.5十AI0.5， FSD; 50 cm，線iZEネ;39 R/min.であ
る.
i) dexamethasone投与法
設も発E見本の~Sい胎令1011z日から24時間々 i穏で 4 回日)，





体重計量の後 Carnoy氏泊定液で回定し， razer bladeを用
いて災体顕微鏡下で前匁i新し，吻側より尽flJIこ至る口蓋突





































































対照群 X線300乳照射群 dexamethasone O.4mg 
投与群
40 
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一一方， dexamethasone 投与問では 0.2mg以よでは投与J込
開{こ持切な2をそ認めえなかった.
また， J台令15%尽においては， 300 R X線照射ltでは体


























X p。!と'J~く 150 R 
{本 li 0.97g 09) (0. 
体設減少率 13.3 タぷ
dex. 0.1 mg 

















0.63 0.60 0.23 
(0.08) (0.08) (0.04) 
43.7 46.4 37.8 
0.3 0.4 0.4 
0.80 0.28 0.31 
(0.08) (0.10) (0.06) 
28.5 26.7 16.2 
-38に示すように，両側口議拠出が~直伎をとるものを で10096を示す.dexamethasone投与では 0.1mgで42.6
VV型，ー側が設直伎をとり他n¥IJが一部斜めに舌ょに転位 タム 0.2mgで 74.551ム0.3mgで 89.796，0.4 mgで 97.996
して水平位への移行を示すものを DV型， -OtIJが水平{立 を示した.
をとり他仰iが水平移行裂のものを HD型，両日!IJが水平佼 線量と 5形態との関係は，総量増加にしたがってvv型
をとるものあるいは一部癒合を示すものを HH?Jさとし， の止iめる率が増し， 250Rで44.496，300Rで 58.896と転
前nlJが完全に癒合したものを F裂とした. 位前の初期の形態で止ま{)ものが多く認められた.
これらの 5形態の各線:ill:(投与必c)別発現強度を表2に 一方， dexamethasone投与。でも，投与:註の増加にしたが
示す.まつ'口議閉鎖不全(日笈裂〕の発現率はX線照射で って転位初期の形態も認められるが，その多くは HH型，










表2 胎令18l1z日における線量(投与ー 泣)5J1j口蕊 のは少なかった.さらに，これらの総長と口議閉鎖形態の
閉鎖不全形態発現強度(胎{子数) 関係をやj然とさせるために，口議の 5形態のおのおのに，
150R 200 




VV 3 (7.5) 
O( 0 ) 33(82.5) 
0.1mg 0.2 
31 (57.4) 12(25.5) 
23(42.6) 33(70.2) 










o ( 0 ) 
5 (9.8) 
5 (9.8) 
11 (21. 6) 
30(58.8) 
51 (100) 














3) X 線照射および dexamethasone投与による口議
突起の転位遅延





(N:対照， R:X線照射， D': dexamethasone投与各群)
15弘 day 15 lh 15 % 16 16 ~ 16ろも 18 lh 
N. R. D. N. R. D. N. R. D. R. D. R. D. R. D. R. D. 
14 27 31 1 
F 
96 
(100) (100) (2.1) 
9 1 6 1 18 2 14 2 19 5 28 
HH 
(36.0) (3.1) (17.1) (4.0) (64.3) (18.1) (82.4) i (7.1) (70.0) (11.1) (57.6) (9.8) (58.3) 
10 7 2 3 6 3 13 5 14 
狂D
(28.6) (25.0) (11. 8) (10.7) (30.0) (16.6) (39.4) (9.8) (29.2) 
2 2 3 3 2 1 6 2 1 11 4 
DV 
(8.0) (6.2) (12.0) (10.7) (18.1) (5.9) (21.4) (11.1) (3.0) (21.6) (8.3) 
15 11 29 19 21 7 17 11 30 1 
VV 










































































































































































する変形説がある日 ζの立場をとる Walkerand Fraser171 
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付図説明
函2 flf:ì -'f~ 14% J:Iから15%rJIこ変る口 i't~:')~}E印刷J!lJ (rostra! region)および足fWJ(cauda! region) Iとおける二次口議形成過
T"il 
1313~5 口蓋うと起転fiL初!りJ{象.転伎はl吻fHlJ(1羽3)からー{JlIJより開始し}名目{IJ(凶5)に至る.
図6 fl命令13%1:1の口球突起.IJ反fHlJI:，tIこ上皮J![I;)ヌ(矢印)が認められる (t:巴). 
13 1 fli 1l' 14% 1の口議突起.上!支IJ巴)'JElijlは皮下結合織に|私的する.
図8 Jfi令14%1-1の口主主突起.陥fllI"ji(ま小ir¥'をなす.
図9 IJfì令 14%11~15 日以の口議突起.口24:突起尖~:Mは内上方!とftTillll し，内 fj{iJ l:，~1こ折れ iヨ(矢qりそ作る.
図10 flfì 1ì- 15FI IJ'~の口説突起. 1こIlfii:突起尖立品目立百背!こ述し，内 ù(lJI:，~の折れ目(矢印) (土山上i支部{こ変位する.
図1 fl合令151411の仁!蕊突起. 1こl蕊突起はジ，"，/:IJ泌 (ns)と舌 (t)の聞を正中に向ってfljl1乏する.
図13 fl:i令14%EIの口2史上J.z)可決と法民間より構成される.
図日 向上， AL上皮.e:tIこ給JI]JJ;の細胞から構成される.
図15 )Jf:i令15%I1の口主主上皮. 1玄113より上皮Jm はJ~ くなる.
図16 向上， M上12，;m;成車J]J包と支持細胞が邸機となる.
図1 fl台令16%I1の口来上皮.上!えはさらにj犯j乏し， )ì~Ij.'(tj[l íJ包(計百伎を 1!: し，周皮は絞tt縮をおこす.
図18 桁Jニ，五1上皮.線毛よ12となる.




図23 J!ti令16%I1のIJ議上皮. 1~~'{ 識調1I胞は弘氏関に局主tする.
図24 向上，以上皮. []来上皮rnJf，~ーに +~Y~diæ細胞は1，~成約[こ局犯する.
図25 対J1.({JJfi1L Jfi令15%I1の日系:郎
図26 X r~í~ 300 R jJl¥身初削子 Cflti令15%日).J，を少で， 口議うだ，tci主張i亙{立そなえし， JilIj[J:l!ま突起間が広い.
図27 dexamethasone 0.4 mg 投与fl:i仔(胎令15%11) .対照と大きさは変らない.口議突起は水平位で癒合不全を史ムす.
図28 対日夜flML胎令18%1'1の口議Iij
図29 X線 300R J(日身、}胎仔(胎令1812日).J，妥少で，澄薩〔裂の口議裂を示す.
図30 dexamethasone 0.4 mg投与仔)Jf:i(lJfi令18%I!).対照と大きさは変らないが，口蕊裂を長す.
函31 対照胎仔， fl合令18弘日の'湾'桜本
図32 X線 300R照射胎仔(lJ台令18% 日〕の骨+~:Li~.骨の発脊不全と化骨不全が者f!)jである.
悶3 dexamethasone 0.4 mg 投与fl削子(胎令18%日〉の'舟際水・'舟の発育不全は認めないが化升不全を認める.
図34 x線 300R!照射fl:i仔， JJfì令16ろも 11 の日立i1~f~を示す.左右口 251突起は丞筒伎で VV 型を示す(本文;参JI.夜) . 
図35-38 dexamethasone 0.4 mg 投与)Jti仔(lJf:i令16%11).おのおの， VD迎， HD型， HH'itL F型号示す.
殴41 r司Jニ， [1部:上!支.対!日1副議!こ1iE}j'(*il胞は似性を却し，上皮府は尽くなってくる.
図位 向上， I31よ15.z.対jl(¥問織のお;!毛上!之を7J、す.
図43 X rSJ! 300 R 照射)]削子(J]台令16%11). ]í~TI\j伎の口実fうとj包尖~，lM\と認められた上皮細胞:us沈を示す.
図4 向上，[J淀突起を示す.上皮災塊からω上皮!こ変る(矢~]J)上皮は 1-2 .1í'li の構成である.
図45 dexamethasone 0.4 mg 投与fl:i仔， fli令18%のIJ:fi.J二皮.対照同様の被ヨ史上1交をれず.
図46 向上、口説'欠起を示す. 1 ~ 2li"i上!え(欠I:[J)は依然として残存する.
